
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会報告 

出席者 15 名  

委任状 16 名 

 

昨年の｢寄居町の選挙公報発行条

例制定を求める請願｣は町議会議

員全員の賛成により採択され、私

たちの地道な活動が大きな成果

につながっていく結果となりま

した。あきらめないで思いをぶつ

けていくことの大切さを、今回の

活動で多くの人が実感したので

はないでしょうか。さて、総会は

和やかな雰囲気の中、議案を審議

し無事終了しました。今年の主な

活動計画を要約いたします。 

08 年も「わたし発」のまちづく

りを基本に、多くの仲間と手を繋

いで取り組んでいきましょう。 

● 

まちネット寄居のＨ．Ｐを立ち上

げていきます 

わたしたちの活動を会員だけで

なく広範囲の人たちに知らせて

いきます。 

● 

寄居町のゴミの実態とともに、町

内にある｢彩の国資源循環工場｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の問題を地域に知らせていきま

す 

容器包装リサイクル法によって

本当に私たちのゴミは減量され 

たのでしょうか? 問題が山積み 

のまま彩の国資源循環工場の第

Ⅱ期事業も進められています。本

当に第Ⅱ期事業が必要なのか、地

元の折原地区環境対策協議会か

らも用地の一般生産、製造工場へ

の計画変更の要望が上がってい

ます。 

● 

今しか聞けない戦争体験のお話

を継続して行きます 

憲法改正論議が加速されていま

す。世界の国々が理想とする日本

の憲法 9 条、戦後 60年以上も戦

争のない国としての誇りをもっ

て平和宣言をしていきましょう。 

● 

町議会の傍聴へ行きましょう 

行ってみないとわからないこと

がたくさんあります。年に 1 度の

議会傍聴から始めていきません

か？ 

● 

ホンダの工場建設を注視してい

き  

 

 

 

 

 

 

 

報告 大北秀子 

 

きます(総会時に新しく提案され

ました) 

平成22年に稼動する本田技研工

業(株)寄居工場の建設が着々と進

んでいます。 

町、行政はじめ多くの人たちから 

大きな期待の声が上がっていま

す。 

現場の谷津地域の山々は見事に

切り崩され景観が一変していま

す。さらに町による関連企業誘致

の宣伝活動が活発に行なわれて

います。寄居町はいま開発ムード

一色。 

その一方で「豊かな自然、水とみ

どりのハーモニー」を歌い上げて

いる町、今後どのように共生して

いくのか、新しい価値観が問われ

ます。 

● 

活動資金源の模索は、今年は布ぞ

うりに挑戦します 

昨年は味噌つくり。今年は、不要

となった布地を活用して、ぞうり

を編んで見ます。先ずは、皆で親

睦を図りながら、楽しく手仕事を

していきます。 
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議会に関心を持とう 
 3 月 13 日一般質問を傍聴しま

した。女性議員 4 名、男性議員６

名により質疑応答がありました

が、環境問題について「てんぷら

油をディーゼル車の燃料として

再利用してはどうか」の質問に、

町長はあっさりと「費用もかかる

ので考えていない」。彩の国資源

循環工場第Ⅱ期工事については、

「事業スケジュールが組まれ平

成 24 年度には埋め立てや操業開

始を計画しているが、地元住民の

要望を聞きながら努力して行き

たい」とのこと。学校給食につい

ては既に民間委託の実施を進め

ています。これは安全から考えて

も怖いものがあると思います。い

ずれにしてもわたしたち町民が

議会に関心を持ち、年 4 回のうち

1 回でも傍聴されてはいかがでし

ょうか? 得るものはあります。

是非おすすめいたします。今回の

町長の頭の中は、「ホンダ」一色

と見受けられました。 

松浦奈々江 

議会は情報発信基地!？ 
これが自治会の常会だったら紛

糾するだろうな。だって答弁が責

任説明になってないんだもの。う

～ん、会社の会議では通用しない

問答だろうな。 

初めての議会傍聴。期待はあった、

すこしは。しかし時間の経緯とと

もに、気抜けしてしまった。柔ら

かい肘掛け椅子が心地よい。 

自分たちが選んだ議員がなにを

質問し、町長はじめ町の行政者は

どんな対応をするのだろう。傍聴

席を見渡す。10 人ほど、男性は

私含め 2 人。神奈川県から転移し

たという女性 2 人は「また相模原

市に戻りたい気分になりました。

寄居町って保守的なんですね」 

この日、3 月 31 日、第 1 回定例

議会。質問の中には、なるほど、

暮しに役立つこと、いいね、そん

な制度、初めて知ったよ、などな

ど。 

議員それぞれ自分のテーマを持

っていることを伺い知れる質問

に、しかし町は「考えておりませ

ん」を繰り返し、その答弁も霞ヶ

関永田用語の国会調、実にそっけ

ない。町長はその筆頭。これじゃ、

中学のホームルームだったら喧

嘩になってしまうよ。よほど自信

がないのかな。第一、みんな姿勢

が悪い。 

地方の裁判所で傍聴席ががらが

らの中、たるみきった裁判が行な

われている、と何かで読んだこと

がある。議会がそうだと思わない

けど、傍聴席の埋まり具合と議会

の盛り上がりは正比例するのだ

と、聞いた。国会中継用ライトを

受けているときと、ライトが消え

たときの議員の対応は雲泥の差

なのだと聞いたこともある。 

議会を傍聴するということは、質

疑の質はともかく、そこでやり取

りされる議題に、以外に収穫があ

ることに気付く。今回の一般質問

での収穫は、学校給食の民営化。 

すべて民営化することが改革だ

といって、その勢いで一党独裁的

衆議院国会にしてしまった経験

をわたしたちは忘れてはいけな

い、と思う。利潤追求が経営原則

の会社に学校給食が運営される

とどうなるの。食育？吹っ飛ぶね。  

早速、近所のお母さんたちと話し

てみる。学校給食の民営依託？ 

誰も知らない。来年 09 年に実施

だよ。じゃあ、知っている人はだ

れ？ 

やっぱり自信がないんだ、町は。

だから情報開示しないで、進める

んだな。町が言う公開とは特定の

ための開示。支持が確実な層に向

けてなのだ、とよ～く分かった。 

議会は、何のコネを持たない町民

にとって、ものすごい大切な情報

発信基地なんだと思う。でも根気

と忍耐いるけどね。 

吉田 勝 

 

 

 

 

 

暮らしの中で気になっているこ

と何でも話し合いませんか? 

問い合わせ・申し込みは 

大北 TEL582-4073まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おぶすまトンボ公園の里」も

隣接地が無許可で埋め立てられ

て、ここでも景観が一変してい

る。このトンボ公園の地も町の

企業誘致計画の中に入っている

という。開発か自然保護か、今

後いたるところでこのせめぎあ

いが･･。けれどなくしてしまっ

た自然は二度と帰らない。寄居

町の正念場となる。  （H.O） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

3 月議会にて調査予算可決 

新生チャレンジプラン 2006 実

施計画に基づき、コスト削減効果

や課題等について調査を行なう

とともに、保護者および町立学校

給食運営委員会等との調整を図

りながら「2009年度民間委託の

方向で実施を進める」という計画

が出されていす。 

3 月議会において二人の町議か

ら一般質問が出されました。合併

問題に揺れた 2005 年、寄居町

は単独の方向で町政を運営する

こととなり、迫りくる財政難に向

けて町が打ち出してきたのが

2006 新生チャレンジプランで

した。 

このプランでは、行政改革の名の

もと様々な行政サービスなどが

見直され、コスト削減の方向で打

ち出されてきました。その中に学

校給食センターが含まれていま

した。また、最初から民間委託の

方向で計画されています。 

議会の中で教育長は、「学校給食

のプロに任せるので安全安心の

給食が実施できると確信してい

ます」という答弁をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、コスト削減のための見直

しですから、民間委託することで、

給食センターで働く人たちの人

件費および食材費の削減に直結

することは目に見えています。や

っとこのセンターになってから、

現在地場の野菜は 38％も使われ

ているとのことで、地産地消の方

向をさらに進めて欲しいと思っ

ていた矢先です。 

経費削減のためには、さらに安価

な食材の仕入れが要求されてき

ます。安い輸入食材に頼らざる得

ない状況になることは必至です。

生産者の見えない食材への不安 

は、最近の中国産食品の次々に発

覚する事件からも強まる一方で

す。 

高齢化率の高まる寄居町にあっ

て、次世代を担う子どもたちへは

もっと配慮が必要です。町長は

「３食のうちのたかが１食」と言

われましたが、教育の一環として

の学校給食の果たす役割は計り

知れないものがあります。この 1

年間でどのような委託が成され 

るのか、皆で見守りながらも、学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校給食への要望も伝えていきま

しょう。 

● 

容器包装リサイクル法が施行さ

れて 12 年目。私たちの生活ゴミ

は減っているのでしょうか？ 

この5年間の推移を見ると可燃ご

みが増えています。不燃ごみが少

しずつ減ってきていても、資源ご

みの大きな変化はありません。脱

焼却をうたいながら可燃ごみ量

の増加は問題です。結果、ゴミの

発生抑制にはなっていません。こ

れは構造的な問題と言えます。 

そして今、町内のいたるところ不

法投棄のゴミだらけ。家庭ごみも

あれば、業者のゴミあり。心無い

人が一向に減りません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成１４年～平成１８年まで） 

一般廃棄物（家庭ゴミのみ） 単位:ｔ 

 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 18 年度 計 

可燃ごみ 9,392 9,315 9,431 10,508 10,968 49,614 

不燃ごみ 1,102 1,074 1,006 987 983 5,152 

資
源
ご
み 

町収集分 519 694 655 649 655 3,172 

リサイクル活

動分 

1,129 1,083 984 1,051 1,066 5,313 

計 1,648 1,777 1,639 1,700 1,729 8,485 

有害ゴミ 18 17 18 17 19 89 

計 12,160 12,183 12,094 13,212 13,691 63,340 

町生活環境課より  


